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付図１：リポソーム包埋ヒトβ型インターフェロン遺伝子による
腎細胞癌への抗腫瘍効果

リポソームにくるまれたヒトβ型インターフェロン遺伝子による遺伝子治療は
以下の図に示すメカニズムで腎癌細胞を殺します。

インターフェロン遺伝子をくるんだリポソーム

腎癌細胞

分泌されたインターフェロン蛋白

1.アポトーシスの誘導

インターフェロン遺伝子が腫瘍細胞に入ると腫瘍細胞には
アポトーシスと呼ばれる細胞死が誘導されます。

2.インターフェロン蛋白による細胞増殖抑制

まわりに分泌されたインターフェロン蛋白が腎癌細胞の
成長を抑えます。

3.免疫の活性化
上で述べた2つの効果により免疫力が高まります。

腎癌細胞を攻撃できる能力をもったリンパ球がたくさん
動員され、腎癌細胞を殺します。

 

 

注：これらの抗腫瘍効果は、これまでの培養細胞あるいは実験動物での検討によって確認され

たものです。人間の治療においても同様の効果が期待できると考えておりますが、人間において

上記のような効果が実証されているわけではありません。 
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